
【戦評シート】 

平成 23 年 8 月 9 日（火） 協会名： 秋田県 バスケットボール協会 

場 所：二ツ井総合体育館（Ｃコート） 記入者：佐々木 雄治 
 

チームＡ   24－12  
19－12 
20－15 
26－ 6 

  チームＢ  

 八乙女  89 45  米沢第七  
 （宮城 1 位）     （山形 2 位）  
   
スターター チームＡ： ＃4，＃5，＃6，＃8，＃10 
 チームＢ： ＃4，＃5，＃6，＃10，＃11 
ディフェンス チームＡ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 
(試合開始時) チームＢ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 

 
宮城県第 1 代表の八乙女と山形県第２代表米沢第七のゲーム。立ち上がりは八乙女が＃5 角田のゴール

下，＃8 細貝の 3Ｐで主導権を握る。開始 1 分で米沢第七はタイムアウトをとり立て直しをはかる。しかしさらに

八乙女はオールコートの激しいディフェンスでボールを奪うと，＃4 小松の 3Ｐ，＃10 大泉のゴール下，＃5 角

田のカットインなどで引き離す。堅さの目立つ米沢第七は開始 2 分過ぎに＃13 関の 3Ｐがようやく決まり，反撃

を開始。その後米沢第七は＃10 設楽のポストプレー，＃11 古田の速攻などで，八乙女は＃8 細貝のジャンプ

シュート，＃10 大泉のフォローアップシュート，＃4 小松のジャンプシュートなどで互いに得点を重ね，24－12 と

八乙女リードで第１ピリオド終了。 

第 2 ピリオド，米沢第七は相手のキーマン＃5 角田をフェイスガードし攻撃のリズムを崩そうと試みる。さらに

＃11 古田が連続得点で攻撃のリズムをつかむ。しかし八乙女も＃10 大泉のポストプレー，＃14 鈴木のジャン

プシュート，＃8 細貝の 3Ｐなどで得点を重ね，43－24 と八乙女リードで第２ピリオド終了。 

 第 3 ピリオド，米沢第七はディフェンスをオールコートにしてプレッシャーをかけるが，八乙女は＃10 大泉の

ポストプレーを中心に得点を重ねる。米沢第七は＃11 古田の 1 対 1 を中心に，＃4 酒井の連続 3Ｐなどで点差

を詰めるが，八乙女も＃8 細貝の速攻，＃4 小松のフリースロー，＃5 角田のレイアップなどで突き放し，63－

39 と八乙女リードで第 3 ピリオド終了。 

 第 4 ピリオド，八乙女は＃14 鈴木，＃4 小松，＃8 細貝の 3 連続 3Ｐで一気に引き離しにかかる。米沢第七も

＃11 古田が一人気を吐き，連続得点で追いすがるものの，開始 3 分で 74－43 と 30 点差をつけられ，たまら

ず米沢第七はタイムアウトをとる。タイムアウト開け米沢第七は＃13 関のアウトサイドシュートで反撃するも，

八乙女は＃10 大泉のフォローアップシュート，＃8 細貝・＃10 大泉のハイロー，＃5 角田のドライブ，＃8 細貝

の 3Ｐと怒濤の攻撃で一気に突き放し，多彩な攻撃で終始主導権を渡さなかった八乙女が 89－45 で勝利を収

めた。 

 

注意 : 文面には試合内容のみご記入下さい。 


